
医療専門職教育における利益相反 自己点検・評価表（素案） 第 20期 日本医学教育学会 教育研究・利益相反委員会（利益相反グループ） 

点検項目 自己点検 

対象：学習者（学生・研修医等） はい いいえ 該当無 自由記載欄 

贈答品 
製品に関する説明資料を除いて、原則、営利企業からの贈答品の提供を受けて

いない。 
□   □   □  

飲食物 営利企業から、原則、飲食物の提供を受けていない。 □   □   □  

製剤見本の個人使用 
安全性の観点からも、個人使用を目的として製剤見本の提供を営利企業から 

受けていない。 
□   □   □  

営利企業による 

医療機関訪問及び 

医薬品・医療機器の説明 

営利企業からの医薬品・医療機器に関する説明には、偏りがある可能性を 

認識し、教育担当者から健全な批判的態度の維持に関する教育を受けている。 
□   □   □  

指導医の同席なしに、営利企業から医薬品・医療機器に関する説明を受けて 

いない。 
□   □   □  

営利企業が主催・共催・

後援する教育行事 

（セミナー・講演会等） 

営利企業が主催・共催・後援する教育行事への参加について、教育担当者等 

から強制されていない。 
□   □   □  

教育行事に参加する際にかかる費用（交通費、宿泊費等）を営利企業 

から受けていない。 
□   □   □  

営利企業からの 

労務提供 

勉強会、講演会、学習以外の自主活動等については、原則、営利企業担当者に

労務提供させていない。 
□   □   □  

医療専門職教育教材 
医療専門職教育者自身が開発した教材が教育に使用される際、それらの推薦 

理由が妥当であることを確認したうえで購入を検討している。 
□   □   □  

学習者を対象とする 

教育活動に関する研究 

 

自分達を対象として研究が実施される場合は、十分な説明と同意が書面で 

行われたとしても、常に無言の強制力が働くため、研究協力に対する自発性が

十分に確保されるよう求めている。 

□   □   □  

研究への参加の有無が、自分達への評価に影響しないような具体的な対応を 

求めている。 
□   □   □  

研究が自分達に対する評価と関連しないことを、あらかじめ文書で説明を 

受けている。 
□   □   □  



日本医学教育学会「医療専門職教育における利益相反（Conflict of Interest、COI）についての考え方」に基づいて作成 

http://jsme.umin.ac.jp/coi/doc/COI20190108n.pdf 

 

贈答品 製品に関する説明資料を除いて、原則、営利企業からの贈答品の提供を受けない。 

飲食物 営利企業から、原則、飲食物の提供を受けない。 

製剤見本の個人使用 安全性の観点からも、個人使用と理解して製剤見本の提供を営利企業から受けない。 

営利企業による 

医療機関訪問及び 

医薬品・医療機器の説明 

営利企業から医薬品・医療機器に関する説明を受ける際には、営利企業担当者の説明に偏りがある可能性を認識し、教育担当者は 

情報の偏りの可能性の検討・健全な批判的態度の維持に関する教育を行う。 

医学生・研修医は、指導医の同席なしに、営利企業から医薬品・医療機器に関する説明を受けない。 

営利企業が主催・共催・

後援する教育行事 

（セミナー・講演会等） 

営利企業が主催・共催・後援する教育行事への参加を学習者に強制しない。 

教育行事への参加者は、参加する際にかかる費用（交通費、宿泊費等）を営利企業から受けない。 

営利企業からの 

労務提供 

学会や研究会の運営、医局行事等、医薬品・医療機器の適正使用に関係しない活動については、原則、営利企業担当者を 

参加させない。 

医療専門職教育教材 
医療専門職教育者自身が開発した教材を教育に使用する際、学習者にその教材の購入を強制しない。それらを推薦する場合には、 

推薦理由が妥当であることを明確に提示する。 

学習者を対象とする 

教育活動に関する研究 

 

医学生や研修医等、学習者を対象に研究を実施する場合は、十分な説明と同意が書面で行われたとしても、常に無言の強制力が働く

ことを認識し、学習者の自発性が十分に確保されるように配慮する。 

研究への参加の有無が、医学生や研修医等、学習者への評価に影響しないような具体的な対応を取る。 

研究が学習者評価と関連しないことを、あらかじめ対象となる学習者に文書で説明する。 

http://jsme.umin.ac.jp/coi/doc/COI20190108n.pdf

